
令和７年度全国道路基盤地図等データベースの改良に関する業務

　本業務は、道路分野の維持管理の更なる効率化・高度化に向け、令和６
年５月に公開した全国道路基盤地図等データベースについて、システムの
改良及びシステム管理機能の強化を行う業務である。
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別紙「随意契約理由書」のとおり
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にアクセスし、発注機関及び業務名を入力して検索する
ことにより、契約過程に関する情報を閲覧可能である。
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随 意 契 約 理 由 書 

 

１．件名 令和７年度全国道路基盤地図等データベースの改良に関する業務 

 

２．履行場所 中国地方整備局 道路部 道路管理課  

 

３．随意契約の相手方  

（名称）一般財団法人 国土技術研究センター  

（住所）東京都港区虎ノ門 3-12-1ニッセイ虎ノ門ビル  

 

４．当該業務の目的・内容及び随意契約に付する理由 

  「道路基盤地図情報」は、道路工事で作成される道路工事完成図の電子データを 2008年より

収集・蓄積しており、また、「道路台帳附図」の電子化も進んでいるが、これらのデータを活用で

きる環境が整備されていない。「全国道路施設点検データベース（点検 DB）」など、位置座標情報

を持つデータが整備されつつあるが、大縮尺の背景図がないため道路上の細かい位置関係を可視

化できないなどの課題がある。本業務は、令和 5年度～令和 7年度の 3年間で道路分野の維持管

理の更なる効率化・高度化に向け、道路基盤地図等の整備・公開に係るシステムを構築し、デー

タを蓄積・変換するとともに適切に改版管理を行う業務である。 

 

  本業務の実施にあたっては、国土交通省道路局が設置した学識経験者等で構成される「道

路技術懇談会」での検討を踏まえ、道路基盤地図等の整備・公開に係る管理運営を行う機関（以

下、「道路基盤地図等管理運営機関」という。）について、「道路基盤地図等の整備・公開に係る

管理運営を行う道路基盤地図等管理運営機関に関する公募」の応募要領、及び応募要件の適否

等の審議が行われ、令和５年６月１日から令和８年３月３１日までを事業期間として、「一般

財団法人国土技術研究センター」が選定された。 

 応募要件の適否や提案内容を審査したうえで、道路基盤地図等管理運営機関を選定している。

本システムを完成させるには上記団体が唯一の機関であり、契約の性質又は目的が競争を許さ

ない場合に該当する。 

 

 以上のことから、会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令第１０２条の４第３号

の規定により、上記相手方と随意契約を行うものである。 

 

 


